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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 1

3 0

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 12 1 1 年 分

分 2 年 2 5 2 年 分

分 2 年 3 7 2 年 分

分 2 年 4 20 1 年 56 分

分 2 年 13 21 1 年 67 分

分 2 年 5 26 1 年 分

分 2 年 8 18 1 年 分

分 2 年 9 4 1 年 分

58 分 1 年 16 11 1 年 HT 分

分 2 年 14 10 2 年 分

分 2 年 11 9 1 年 分

分 2 年 6 6 2 年 分

分 1 年 7 15 1 年 分

分 2 年 10 27 1 年 分

分 2 年 15 13 2 年 分

16 分 1 年 17 19 1 年 分 20

分  年  22 1 年 分 21

分  年  24 1 年 分

分  年  8 2 年 分

分  年  25 1 年 分 11

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 10 0 － 1

分 5 1 － 1

分 14 2 － 1

分 9 3 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 脇谷　咲花令和７年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 女子の部 決  勝 8

日  時 2026 2 8 13 ０0 キックオフ 会  場 アスパ五色サブグラウンド

天  候 雪 曇り 強風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 𠮷田　陽一 記  録 小松原　栄起 岡本　夕季 観 衆 136

主  審 脇谷　咲花 副審１ 藤本　祐作 副審２ 松岡　江利子 第４の審判員 徳山　麻実子

 チーム名 kick off

3

前半

1

 チーム名

日ノ本学園高校 後半 神戸弘陵学園高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 新美　 楓華河村　 茅那 GK

DF 平井　　 心1 塩谷　 花央 DF

DF 早瀬　 由萌下山　　 司 DF

DF 安原　 莉愛白鞘　 愛留 DF

MF 押川　 智花古川　 瑠華 DF

MF 吉井　 めぐ2* 細田　 若那 MF

MF 藤井　 希有 1山口　 真樹 MF

MF 山下　 莉央1* 坂東　 麻耶 MF

FW 森下　 怜奈1 椎葉　 心華 MF

FW 古田　 紗菜 1*1* 五味　 由和 FW

FW 永井　 陽莉 12 玉井　 那奈 FW

DF 石田　 春妃色川　 瑚夏 MF

DF 谷川　 蒼依原　　 琴美 MF

DF 西川　乃愛川合　 千暁 MF

MF 小林　 莉空山下　 華乃 MF

MF 安井　 花心高岡　 怜愛 MF

MF 重成 明日花  

MF 大塚　 咲良  

FW 前　 香子野  

FW 下田　 希歩 1  

8 7 1

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

1 3 4

事 由前半 後半 合 計 時 間

0 0 0

4 2 2 Ｇ Ｋ 2 7 9

3 3 0 Ｃ Ｋ 6 0 6

間接ＦＫ5 2 3

0 直接ＦＫ 1 1 24 4

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得
 

点
 

経
 

過

35 神戸弘陵 古田　紗菜 中央 10

39 日ノ本 細田　若那 中央

60 日ノ本 坂東　麻耶 右 FK 4 ∩

～ S

43 日ノ本 五味　由和 左 FK 4 ∩ 14 S

FK 5 S

11 H 9 S

戦

評

[備 考] 前半25分、雪のため一時中断

戦評者 所 属 有馬高校 氏 名 平家　義久
降りしきる雪の中、日ノ本１－４－４－２，神戸弘陵１－３－４－３でスタート。前半は神戸弘陵がFWの９永井をターゲットにボールを集め、日ノ本はショート

パスを使ったコンビネーションを活かし、攻撃を組み立てようとした。途中、激しい雪で視界が遮られる状況で膠着状態となったが、試合中断後の35分、中央を

抜け出した10古田が右足でシュートを決め先制、前半を折り返した。後半開始早々ペースをつかんだのは日ノ本。相手ＤF裏で上手くボールを受けた14五味が

ゴール前に飛び込み惜しいチャンスを作ると、その1分後にはゴール正面で直接FKを獲得し、５細田がDF壁の上を超す絶妙なコントロールシュートを決め同点に

追いついた。その後、ペースをつかんだ日ノ本は４白鞘のFKを14五味が上手く合わせて逆転。雪のピッチ上でも幅をとりながらボールを動かすようになると、

右サイドバックに入った13古川が積極的な攻撃参加を見せ、11玉井もカットインからミドルシュートを放つなど、攻撃にリズムが出てきた。守備面でもCB白鞘

と塩谷が粘り強い守備で失点を防ぎ、見事優勝を果たした。試合中断もありコンディションの厳しい中、新チームでの勝利を目指し懸命にプレーした両チームを

讃えたい。


